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活動の目的

Society5.0を迎えたこれからの学校は、予測が困難な変
化の激しい社会に、どのように向き合い、どのような資質・
能力を育成すべきか、教育課程を工夫し、教育活動を展開
する必要がある。そういった背景から、SDGsの視点で、地
域に開かれた教育課程を学校・地域・生徒で検討・作成し
実施することで、児童生徒が社会の形成者として、多様な
人々とのつながりを保ちながら学び、社会をよりよくでき
る実感を持てるようにする。また、寄島町は、少子高齢化、
人口減少が進んでおり、将来の地域の担い手が減少してい
る状況にある。そうした中で、竜南保育園・寄島こども園・
寄島小学校・中学校と保護者及び地域住民との双方向の信
頼関係を深め、学校・家庭及び地域がその教育力を相互に
高め、共に子どもたちの豊かな学びと育ちの創造を目指す。

活動の内容及び経過

・	よりしま魅力化推進協議会を年間５回、学校・家庭・地
域の代表で組織する下部組織（学びづくり部、心と体づ
くり部、絆づくり部）で、各部会の課題解決に向けた取
組を協議・共有した。学びづくり部（小中一貫教育での
学習スキルや学び方のきまり、家庭学習の手引き、保護
者啓発用クリアファイルの作成等）心と体づくり部（「認
めて・ほめて・励ます」言葉のシャワーの児童生徒、保
護者への取組、生活リズムカードへ保護者サポート度の
欄を加え、保護者の基本的生活習慣への意識を高める取
組等）絆づくり部（CS啓発用のぼり旗の作成、学校支援
ボランティア（中学生、地域住民）の充実、小中学生の
保育園児・地域住民との交流活動等）

・	生活科・総合的な学習を核に、小学１年から中学３年ま
でSDGsを視点に郷土を学ぶ、地域に開かれた教育課程
「よりしま学」の作成へ向け、教員によるフィールドワー
クや、地域住民や中学生の意見を取り入れた熟議を行い、
「よりしま学」カリキュラムシート、ストーリーシート、
指導計画など手引となるものを作成した。

活動の成果・効果

・	縦軸を小中一貫教育、横軸を学校×地域の協働と捉え、
様々な教育活動を工夫する中で、PTAや地域住民が教育
者としての当事者意識をもち、「地域の子どもは地域で育
てる」という気運の醸成につながりつつある。

・	地域住民や中学生の意見を取り入れ作成したカリキュラ
ム、地域に開かれた教育課程「よりしま学」の実践によ
り、ふるさと寄島を愛し、郷土を守ろうという意識の醸
成に繋がっている。また郷土の課題解決や魅力発信を行

うことで、問題解決力、コミュニケーション能力等スキ
ルの向上につながった。

・	子どもにとっては、地域の方々との「顔の見える化」が
図られ、防犯対策や、日常での地域における挨拶・交流
など、人と人とのつながりを深める一助となっている。

今後の課題と問題点

・	i-check（評価システム）の結果から、学習習慣や生活習
慣では、全国平均より高く効果が見て取れるが、自己肯
定感については大きな課題があるという結果であった。ま
た、２時間程度を目安にしている「メディアに関わる時
間」では、３時間以上が多く、１時間以内が少ないとい
う結果でメディアに関わる時間がまだまだ多いという状
況が見て取れた。

	 今後、自己肯定感を高める授業づくりや、児童生徒の「居
場所と出番づくり」となる、多様な他者との交流活動や
体験活動の充実、「よりしま学」での学び、家庭教育への
仕掛け・啓発など、学びの基礎基本の定着や、自己肯定
感・自己有用感の向上につながる取組を着実に進めてい
かなければならない。

・	この取組を持続可能なものとするために、組織、関係者
の目的意識や当事者意識を高め、学校・家庭・地域の三
者協働による子どもの育成が深まるような仕掛けが必要
である。
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